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1
5年
度
普
通
会
計
決
算

～
わ
ず
か
な
が
ら
、
財
政
状
況
は
安
定
へ
～

1
5年
度
普
通
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
歳
入
は
2
千
1
9
3
億
円
、
歳
出
は
2
千
1
3
4
億
円
で
、
1
年

間
の
歳
入
と
歳
出
の
差
は
5
8億
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
5
億
円
は
、
1
6年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
お
金
で
、

実
質
で
は
5
3億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
1
5年
度
決
算
は
、
現
在
、
第
3
回
足
立
区
議
会
定
例

会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

入っ
た

お金
は

都区財政調整交付金と国庫支出金に支えられる歳入

一般財源( 使いみちが特定されず、どの経費にも使用できる
財源) は、前年度に比べ29億4, 200万円の増となっています。歳
入全体での構成比は、前年度より4. 3ポイント低下しました。
特定財源( 使いみちが特定され、特定の経費のみに使用でき
る財源) は、前年度に比べ157億2, 500万円増となり、歳入全体
の構成比は前年度より4. 3ポイント上昇しました。

図1　 歳入内訳の14年度との比較

特別区税収入は6 年連続の減少に
歳入の根幹を成す

特別区税が6 年連続
で減少しました( 図2)
。特別区民税の減

収がたばこ税増税に
よる増収分を上回
り、全体として前年
度比 で1. 7%減 額し
ました。
しかし、歳入総額

では、前年度と比較
して187億円増額し
ました(表1) 。主な
要因には、都区財政
調整交付金と国庫支
出金の増額が挙げら
れます。

図2　 特別区税の推移

図3　 財源別歳入決算額

表1　普通会計決算総括表 (億円)

図4　 目的別歳出決算額

出
た

お金は

義務的経費はさらに増加。支出の半分以上に

義 務的経費が36
億円増の1, 123億円
とな りまし た( 図5)
。

※ 義 務 的 経 費 と
は、職員の人件費、
生活保護費などの
扶助費、特別区 債
の元利償還金など
の公債費等、性質
上容易に削 減す る
ことができない経
費のことです

図5　 義務的経費の内訳と推移

決算歳出総額を1, 000円に例えると…

扶 助 費は44 億円 増加!

景気などに左右されやすい扶助費は、530億4, 000万円で前年
度に比べ44億500万円( 9. 1%) の増です。昨年度に引き続き増加
しており、特別区民税の歳入額をはるかに超えています( 図2) 。
一方、区の財政

負 担 残 高 は57億
円 減 少し まし た

が、預貯金にあた
る 積 立 金 は1 億
円 し か 増 加し て

い ませ ん。負債残
高は、預貯金の64
倍以 上 も残 っ て
お り、将来負担は
か な り 大 きい と
言えます( 表2) 。

図6　 扶助費の内訳と推移

表2　 将来にわたる実質的な財政負担 ( 単位: 億円、%)

※ 普通会計決算は、総務省の定める基準でまとめたものです。他自治体の財政状況との比較ができます

お問い合わせは
財政課
3880- 5814

※ 15年度普通会計決算の
状況について、くわしく
は区・ホームページで公
開します
※ 記事中の金額などは、表
示単位未満を四捨五入
し、端数調整をしていま
せん。こ了 承ください
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(乳
)医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
新
し

い
医
療
証
(
若
草
色
)
を
9
月
2
4日

に
発
送
し
ま
し
た
。

1
0月
以
降
、
医
療
機
関
で
受
診
す

る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
医
療
証
を

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
種
類
や
家
族
の
状
況
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

蔘
鴛
医
療
費
助
成
制
度

就
学
前
(
6

歳
に
達
し
た
日
以
降

最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
へ
、
保
険

診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分

(入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
除
く
)

を
助
成
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
に

住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
乳
幼
児
(
生
活
保
護
受
給
者
・

施
設
入
所
の
乳
幼
児
は
除
く
)

※

保
護
者
の
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
児
童
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

妊
婦
・
乳
幼
児
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

・
妊
婦
健
康
診
査

妊
娠
届
出
書
を
提
出
し
た
区
民
の

方
に
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
(
I

回
目
・
2
回
目
)
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
受
診
票
は
都
内
の
契
約
医

療
機
関
で
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
3
5

歳
以
上
(
出
産
予
定
日
現
在
)
の

方
は
超
音
波
健
診
も
受
診
で
き
ま

す
。

・
里
帰
り
出
産
助
成
制
度

里
帰
り
出
産
の
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
受
診
票
が
使
用
で
き
な
か
っ
た

区
民
の
方
に
、
健
診
費
用
の
一
部
を

区
内
共
通
商
品
券
で
助
成
し
ま
す
。

対
象
=
出
産
の
た
め
都
外
に
あ
る
実

家
に
里
帰
り
し
、
都
内
の
契
約
医
療

機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
方

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
母
子
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

・
乳
幼
児
健
康
診
査

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
乳
幼
児
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
対
象
者
に
は
管
轄
の
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
通
知
を
郵
送
し
ま

す
。
健
診
の
種
類
=
3
～
4
ヵ
月

児
健
診
/
6
～
7
ヵ
月
児
健
診
/
9
～

1
0ヵ
月
児
健
診
/
I
歳
6
ヵ
月
児

健
診
/
3

歳
児
健
診

問
先
=
各
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
I
)

母
子
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

表1　 保健総合センター

(親
)医
療
証
を
お
持
ち
の
方

(親
)医
療
証
の
現
況
届

今
回
の
⑩
医
療
証
の
現
況
届
は
、
1
1

月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。
こ
れ
は

⑩
医
療
証
を
使
っ
て
い
る
方
の
資
格

の
確
認
と
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
証
の
確
認
の
た
め
に
必
要
で
す
。

必
ず
提
出
期
限
ま
で
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
(
現
況

届
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
方
全
員

分
)
を
添
付
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
7

年
分
の
⑧
医
療
証
を
送
付
で
き
ま
せ

ん
。な

お
、
児
童
扶
養
手
当
と
⑩
医
療

証
の
両
方
を
受
け
て
い
る
方
は
、
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
だ
け
の
提
出

に
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
送
付
し

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
問
先
=
家
庭
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

感
染
症
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
子
ど
も
を
病
気
か
ら
守
る
た
め

に
予
防
接
種
は
大
切
で
す
。

区
で
は
予
防
接
種
法
の
対
象
年
齢

に
基
づ
き
、
標
準
接
種
年
齢
を
決
め

て
い
ま
す
(
表
2
)
。
住
民
登
録
を
し

て
い
て
標
準
接
種
年
齢
に
達
し
た
方

に
は
、区
か
ら
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
の
範

囲
内
で
あ
れ
ば
無
料
で
接
種
で
き
ま

す
。
海
外
転
勤
な
ど
に
よ
り
標
準
接

種
年
齢
よ
り
早
く
接
種
を
希
望
す
る

方
、
通
知
(
予
診
票
)
が
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
法

律
に
よ
る
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、

無
料
で
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
注
意

し
て
く
だ
さ
い

・
ポ
リ
オ
予
防
接
種
会
場
の
追
加

日
時
=
1
0
月
1
9
日
、
午
後
1
時
4
5

分
～
2
時
4
5
分
場
所
=
宮
城
小
学

校

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
いI

い
ず
れ
も
I

問
先
=
母
子
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9

り£

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
I
)

表2　 区から通知する年齢および法律による対象年齢

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

育
児
の
援
助
が
で
き
る
方
と
、
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
方
が
、
そ
れ
ぞ

れ
会
員
登
録
を
し
て
、
利
用
希
望
に

応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
い
あ
い
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
会
員
同
士
を
紹

介
す
る
事
業
で
す
。
日
時
=
①
1
0

月
2
6
日
㈹
②
1
2
月
2
1
日
収
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分

※
①
、
②
と
も
同
じ
内
容
で
す

対

象
=
区
内
在
住
で
、
育
児
の
援
助
を

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供

会
員
の
登
録
を
希
望
す
る
方

内
容
=

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
/
子
育

て
支
援
活
動
の
心
構
え
/
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
説
明
ほ
か

講

師
=
渋
谷
武
子
氏
(
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

※
講
習
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
提
供
会
員
に
登
録
で
き
ま
す

(登
録
手
続
き
は
、
午
後
4
時
3
0分

か
ら
4
時
4
5分
)

場
・
申
先
=
あ
い

あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
先
=

あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

乳
が
ん
手
術
後
、間

も
な
い
方
の
交
流
会

日
時
=
1
0
月
2
1
日
團
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住

で
、
乳
が
ん
術
後
問
も
な
い
方

※

術
後
期
間
は
問
い
ま
せ
ん

内
容
=

不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
乳
が
ん
手
術

後
、
体
験
者
同
士
で
語
り
合
い
、
情

報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

第
2
4回
足
立
区
障
害
者
週
間
記

念
事
業
　
障
害
者
(児
)
文
化
祭

参
加
者
募
集

・
記
念
式
典
・
舞
台
発
表
会

日
時
=
1
2月
2
日
㈲
、
午
前
9
時
4
5

分
～
午
後
1
時
3
0分
(
予
定
)

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
合

唱
/
合
奏
/
舞
踏
ほ
か
(
I
団
体
1
5

分
程
度
)

期
限
=
1
0月
2
2日

臺
作
品
展

日
時
=
1
2
月
2
日
～
9
日
、
午
前
9

時
～
午
後
6
時
場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
絵
画
/
書

道
/
工
芸
/
手
芸
ほ
か

期
限
=
1
0

月
2
9日

―

い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

障
害
者
(
児
)
の
方

申
込
=
所
定
の

応
募
用
紙
に
よ
る

※
ま
ず
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

〒

1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

豐
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

「
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ

ー
ブ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
A
H
月
1
4日
㈲
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
4
時

対
象
=
高
校
生
以

上
の
方

内
容
=
利
用
者
の
介
助
、

イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
、
模
擬
店
手
伝
い

な
ど
を
し
な
が
ら
、
通
所
者
と
一
緒

に
祭
り
を
楽
し
み
、
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
い

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0

月
2
5日

申
先
=
神
明
障
害
福
祉
施

設

問
先
=
神
明
障
害
福
祉
施
設

豐
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

障
害
福
祉
計
画
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

「
と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ

ル
2
0
0
4
」～
ハ
ッ
ス
ル

ハ
ッ
ス
ル
や
ざ
い
け
～

日
時
=
1
0月
3
1日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時
(
雨
天
決
行
)

場
所
=
谷

在
家
障
害
福
祉
施
設
(
谷
在
家
3
-
1
3
-
I
)

内
容
=
施
設
利
用
者
と

地
域
や
他
施
設
関
係
者
と
の
交
流

▽
利
用
者
・
:日
常
活
動
の
発
表
と
展

示
な
ど

▽
地
域
…
流
し
踊
り

▽

施
設
関
係
・
:
ダ
ン
ス
交
流
会
、
施
設

紹
介

▽
そ
の
ほ
か
・
:
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
模
擬
店
ほ
か

※
当
日
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0月
2
5日

申
先
=
谷
在
家

障
害
福
祉
施
設

問
先
=

谷
在
家
障

害
福
祉
施
設

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障
害
福
祉
計
画
係

a
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

江
北
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
募
集

日
時
=
毎
週
木
曜
日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
‥
H
時
3
0
分
対
象
=
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
、
友
達
や
仲
間
が
い
な

い
、
人
と
の
付
き
合
い
方
に
不
安
が

あ
る
1
6
～
3
5
歳
位
ま
で
の
方
※
家

族
の
方
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

内
容
=
思
春
期
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を

と
お
し
て
、
生
活
リ
ズ
ム
の
調
整
や

人
と
の
関
わ
り
方
の
学
習
を
し
な
が

ら
、
社
会
生
活
を
送
る
自
信
を
取
り

戻
し
ま
す

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係豐

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
と

家
族
の
た
め
の
福
祉
制
度

日
時
=
1
0
月
2
9
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
東
和
地
域
生
活
セ
ン

タ
ー

内
容
=
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ

方
に
役
立
つ
、
障
害
年
金
・
生
活
保

護
な
ど
の
公
的
扶
助
制
度
を
学
び
ま

す

講
師
=
良
田
か
お
り
氏
(
ぜ
ん

か
れ
ん
相
談
室
長
)

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
係

豐
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

高齢者筋力向上トレーニング
参加者募集( 介護予防対象)

日程=12月6日から3ヵ月、週2回(月・
金曜日)、90分程度対象=おおむね60歳以
上で、次のいずれかに該当する方…虚弱/
介護保険認定が要支援～要介護2程度内

容= ウエートトレーニングマシンを中心と
した無理のない運動をとおして、生活能力

の改善を図ります 定員=16 人( 選考) 費
用=5, 000円 ※別途実費で、医師の意見書

が必要な場合があります 申込= 所定の申
込用紙に必要事項を記入の上、持参または

郵送 ※ 申込用紙は高齢サービス課、在宅
介護支援センターで配付 期限=10 月26日

必着 場・申先= 高齢者在宅サービスセン

ター西新井 〒123一〇841西新#2- 5- 5g5837- 5131

問先= 高齢サービス課高齢計画
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歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
、
な
い
方

ど
ち
ら
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
1
年
度
に
I
回
の
み

・
2
0
8
3
9歳
の
区
民

日
時
=
1
0
月
1
8
日
㈲
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0
分
受
け
付
け
内
容
=

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・
相
談
/

歯
問
ブ
ラ
シ
・
糸
付
き
よ
う
じ
な
ど

の
補
助
用
具
を
使
っ
た
実
習

定
員
=
3
5

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま

た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

一
4
0
8
6
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先

着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※

後
日
、受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・

問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5

1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

g
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

場
所
=
区
内
の
指
定
医
療
機
関

対

象
=
申
込
日
現
在
で
4
0歳
以
上
の
区

民
(
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け

る
機
会
が
あ
る
人
を
除
く
。
1
年
に
1

回
の
み
)

内
容
=
診
察
、
血
液
、

尿
、
胸
部
X
線
撮
影
な
ど
に
よ
る
生

活
習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん

機
能
な
ど
の
検
査

申
込
=
(

ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
希
望
」
を
明
記

。
お
よ
そ
2
週
間

後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

※
4
0

・
4
5・
5
0・
5
5・
6
0・
6
5・
7
0歳
の

方
に
は
誕
生
日
ま
で
に
節
目
健
診
ま

た
は
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
(
消
化

器
健
診
を
含
む
)
を
個
別
に
案
内
し

て
い
ま
す

申
・
問
先
=
成
人
保
健

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

g
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

胃
交
会
(胃
を
切
っ
た
人
の

自
主
グ
ル
ー
プ
)
講
演
会

日
時
=
1
0
月
2
3
日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
教
育
研
究

所

内
容
=
胃
を
手
術
し
た
人
の
術

後
の
生
活
と
後
遺
症

講
師
=
北
村

正
次
氏
(
都
立
墨
東
病
院
院
長
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係
g
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

食
生
活
講
演
会
「
今
、
話
題
の

栄
養
素
っ
て
、ど
ん
な
も
の
?
」

日
時
=
1
0
月
2
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
栄
養
情
報

の
賢
い
取
り
入
れ
方

講
師
=
岡
林

郁
子
氏
(
管
理
栄
養
士
)

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
等
=
表
3

内
容
=
健
康
に
っ

い
て
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
学
べ

ま
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表3　11 月上旬の住区健康フェスティバル

ぜ
ん
息
講
演
会
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
ぜ
ん
息
」

日
時
=
‥
1
1
1
1
一
月
2
日
収
、午
後
2
時
～

3
時
3
0
分

場
所
=
区
役
所

対
象
=

ぜ
ん
息
患
者
と
そ
の
家
族

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

内
容
=

ぜ
ん
息

の
方
の
大
敵
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
と
対
処
方
法

講
師
=

小

幡
一
夫
氏
(

独
協
医
大
越
谷
病
院
医

師
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

公

害
保
健
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

神
経
難
病
の
検
診

日
時
=
‥
H月
2
1日
㈲
、
午
前
9
時
～

午
後
1
時

場
所
=
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

対
象
=
次
の
神
経
難

病
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
疾
病
の

疑
い
の
あ
る
方
・
:
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
/

せ
き
髄
小
脳
変
形
症
/
多
発
性
せ

き
髄
硬
化
症
/
進
行
性
筋
い
縮
症
/

筋
無
力
症
な
ど

※
脳
卒
中
後
遺
症

の
方
は
除
く

定
員
=
5
0人
(抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
、症
状
、「
難

病
検
診
希
望
」
を
明
記

期
限
=
H

月
1
0日
必
着

申
先
=
区
医
師
会

〒
1
2
1
・
0
0
1
1
中
央
本
町
3
-
4
-
4

問
先
=
区
医
師
会

啻
(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

区
・
疾
病
対
策
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
8

後
縦
じ
ん
帯
骨
化
症

講
演
会

日

時
=

‥
1
1
1
1

一
月
1
0
日

㈲

、
午
後
2

時

～
4

時

場
所
=

教

育
研

究
所

内

容
=

後
縦

じ

ん
帯
骨

化
症

の
症

状

お
よ

び
治
療

、
病

気
と

の
関

わ
り

方

に

つ

い
て
学

び
ま

す

講
師
=

萩

原
万

里

子

氏
(
都

立
大

塚
病

院
医

師
)

定

員
=
5
0

人
(

予

約
制
)

申
込
=

電

話

申

・
問

先
=

竹

の
塚
保

健
総

合

セ
ン

タ

ー
地

域
保

健
係

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

出
前
講
座
「
食
品
衛
生
情
報
」

対
象
=
区
内
在
住
で
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

内
容
=
食
中
毒
予
防
や
食

品
の
表
示
ほ
か

※
開
催
場
所
は
グ

ル
ー
プ
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健

所
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

調
理
に
困
っ
て
い
る
方
へ

「
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
食
事
の

支
度
が
困
難
な
方
に
、
あ
だ
ち
配
食

サ
ー
ビ
ス
協
力
店
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
を
自
宅
へ
お
届
け
し

ま
す
。
申
込
=
直
接
配
食
サ
ー
ビ

ス
協
力
店
へ

※
9
月
に
各
戸
配
布

し
た
小
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
あ
だ
ち
配
食
サ
し
ビ
ス
P
R
展

日
時
=
1
0月
2
7日
㈲
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ーー

い
ず
れ
も
I

問
先
=
在
宅
支
援
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
り
、
生
活
に
不
安
が

あ
る
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
す
る
た
め
の
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。
食
事
の
提
供
や
入
浴
の

準
備
、
生
活
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
・
:
区
内
在
住
/
満
6
0
歳
以

上
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体

機
能
の
低
下
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の

た
め
独
立
し
た
生
活
に
不
安
が
あ
る

/
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き

る
/
使
用
料
が
負
担
で
き
る
(
本
人

の
年
収
に
よ
り
月
額
約
3
万
～
1
2
万

円
の
ほ
か
、
実
費
相
当
分
)
/

保
証

人
を
立
て
ら
れ
る

募
集
室
数
=

▽
1

人
部
屋
・
:
I
室

▽
2
人
部
屋
・
:
I

室

※
2
人
部
屋
に
は
夫
婦
、
兄

弟
姉
妹
、
親
子
な
ど
で
入
居
で
き
ま

す

配
布
・
申
込
期
間
=
1
0月
1
2日

～
2
5日

申
込
=
電
話
連
絡
の
上
、

本
人
と
保
証
人
が
申
込
用
紙
を
施
設

に
持
参

※
申
込
用
紙
は
各
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、各
区
民
事
務
所
、

ケ
ア
(
ウ
ス
六
月

、
高
齢
調
整
係
で

配
布

申
先
=

ケ
ア
(

ウ
ス
六
月

(六
月
1
-
6
1
1
)

g
(
5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
=
高
齢
調
整
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

訪問介護員( ヘルパー3級) 養成研修事業

障害を持つ方とー般の方が協力し合いながら、ヘルパ一3 級
の資格を取る講座です。

表4　 訪問介護員( ヘルパー3 級) 養成研修事業内容等

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
補
助
犬
」っ
て
何
?

補
助
犬
と
は
、厚
生
労
働
省
の
「
身

体
障
害
者
補
助
犬
法
」
に
基
づ
い
て

認
定
さ
れ
た
、
特
別
な
訓
練
を
受
け

た
犬
の
こ
と
で
す
。

▽
盲
導
犬
…
目
の
不
自
由
な
人
の
目

の
代
わ
り
と
な
り
、
歩
行
の
安
全

を
確
保
す
る
よ
う
訓
練
さ
れ
た
犬

▽
介
助
犬
・
:身
体
の
不
自
由
な
人
の

手
足
の
代
わ
り
と
な
り
、
動
作
を

助
け
る
よ
う
訓
練
さ
れ
た
犬

▽
聴
導
犬
・
:耳
の
不
自
由
な
大
に
音

を
知
ら
せ
る
よ
う
訓
練
さ
れ
た
犬

こ
の
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
は
、

質
の
高
い
補
助
犬
の
育
成
や
、
多
く

の
施
設
で
補
助
犬
の
同
伴
を
可
能
に

す
る
な
ど
、
身
体
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
す
。
1
5年
1
0月
か
ら

は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
共
機

関
な
ど
の
ほ
か
、
デ
パ
ー
ト
、
ホ
テ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
一
般
的
な

施
設
も
、
補
助
犬
の
同
伴
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち

の
自
立
と
社
会
参
加
の
機
会
が
増
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

街
で
補
助
犬
に
出
会
っ
た
と
き

は
、
補
助
犬
は
仕
事
中
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
補
助
犬
に
声
を
掛
け
た
り
、

触
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
も
し
、
困
っ
て
い
る
補
助

犬
を
同
伴
し
て
い
る
方
が
い
た
ら
、

「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
≒
今
、信
号
機
は
赤
で
す
」な

ど
の
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

暖
か
い
心
遣
い
と
配
慮
で
、
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
築
け
ま

す
。
障
害
の
あ
る
、
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
互
い
を
尊
重
・
協
力
し
会
え

る
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

《
人
権
・
同
和
係
》
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読
書
の
秋

図
書
館
は

「

本
と
人
と
の
か
け

橋

」

で
す

図書館特集に関す
るお問い合わせは

中央図書館管理調整係

5813- 3749

読
書
離
れ
が
進
ん
で
い
る
中
、
区
立
図
書
館

は
皆
さ
ん
に
、
本
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
事
業
や
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
1
0

月
刀一
日
か
ら
は
読
書
週
間
で
す
。秋
の
夜
長
、

読
書
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

本
は
子
ど
も
の

豊
か
な
感
性
を
育
て
ま
す

子
ど
も
は
、
読
書
に
よ
っ
て

想
像
力
を
高
め
、
様
々
な
感
情

を
抱
き
な
が
ら
「
生
き
て
い
く

力
」
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
本
は
楽
し

い
も
の
だ
と
伝
え
た
い
。
そ
ん

な
思
い
か
ら
、
少
し
で
も
本
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
、
図
書
館
で
は
「
お
は
な

し
会
」
や
「
映
画
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
本
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
読
書

習
慣
を
育
む
こ
と
や
、
読
み
聞

か
せ
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
学
校
や
地
域

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
絵
本
、だ
～
い
好
き
」
幼
少
期

か
ら
本
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
感

性
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す

本
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
中

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
で
き
る
時
に
、で
き
る
人
が
、で

き
る
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
や
子
ど
も

た
ち
に
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
図
書

館
で
は
、
こ
の
活
動
を
推
進
す
る
た

め
の
、
講
座
や
研
修
を
開
催
し
、
支

援
し
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
絵
本
を
通
じ

て
温
か
い
言
葉
を
か
け
る
時
間
は
大

切
で
す
。
区
内
の
各
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
育
児
相
談

時
に
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
へ
の
お
は
な
し

会
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

利
用
登
録
を
し
た
視
覚
障
害
者

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
対
面
し

て
朗
読
す
る
活
動
で
す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
要
望
の
多

い
録
音
図
書
を
制
作
し
、
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

各
地
域
図
書
館
(
表
1
)
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
活
躍
し
、
赤
ち

ゃ
ん
向
け
の
読
み
聞
か
せ
や
、
パ
ネ

ル
ボ
ー
ド
に
絵
人
形
を
貼
っ
た
り
、

は
が
し
た
り
し
て
物
語
を
展
開
す
る

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
上
演
の
ほ
か
、

大
人
向
け
の
朗
読
も
し
て
い
ま
す
。

▲ 小学校での読み聞かせ風景。学校図書館ボラン
ティアのおはなしに、みんな聞き入ります

ボランティアを募集しています
各ボランティアは、本の楽しさを伝える大切な役

割を果たします。皆さんも一緒に活動してみません
かO くわしくは各担当までお問い合わせくださいO

学校図書… 図書館ボランティア係 　5813- 3749
読み聞かせ…児童係 　5813- 3745
朗読…視聴覚係 　5813- 3744
おはなし… 各地域図書館( 表1)

知
っ
て
い
ま
す
か

図
書
館
の
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス

《
中
央
図
書
館
・
竹
の
塚
図
書
館
》

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

起
業
・
創
業
や
企
業
活
動
に
役

立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
図
書
や
行
政
資

料
な
ど
の
貸
出
資
料
の
ほ
か

に
、
身
近
な
雇
用
・
求
人
情
報
、

公
的
融
資
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
チ
ラ
シ
を
用
意
し
、
来
館

者
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
書
な
ど
が

充
実
(
写
真
は
中
央
図
書
館
) 図

書
資
料
案
内
サ
ー
ビ
ス

《
区
内
各
図
書
館
(
表
1
)
》

探
し
て
い
る
本
が
見
つ
か
ら
な
い

と
き
や
、
調
べ
物
を
し
た
い
と
き
な

ど
、司
書
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
(
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
)
を
行
っ
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

は
、
図
書
館
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

表1　 区立図書館一覧表

区
立
図
書
館
は

「
身
近
・
便
利
・
充
実
」

中
央
図
書
館
に
は
、
5
0万
冊
以
上

の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
簡

単
に
検
索
が
で
き
、
借
り
た
り
閲
覧

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
C
D
や
D
V
D

、
ビ
デ
オ
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
A
V
コ
ー
ナ
ー
や
、
雑
誌
コ
ー
ナ

ー
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
向
け
の
本
や
「
お
は
な
し

の
へ
や
」
が
あ
る
児
童
フ
ロ
ア
は
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
ほ
か
、
若
者
向
け
の
本
を
集
め
た

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

各
地
域
図
書
館
(
表
I
)

も
、
地

域
に
根
付
い
た
身
近
な
図
書
館
と
し

て
、「
お
は
な
し
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
・
返
却
だ
け
で
は

な
い
、
充
実
し
た
図
書
館
。
読
書
の

秋
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ご利用ください
障 害 を持つ方へのサー ビ ス

・ 肢体不自由者向け図書宅配サービス
中央図書館では、在宅で寝たきり、またはほぼ寝たきりのた

め図書館を利用できない肢体の不自由な方に、図書を自宅まで
届けるサービスがあります。下記の要領で募集します。実施時
期=11月以降対象=次の要件をすべて満たしている方…区内
在住/肢体不自由で障害者手帳1級または2級所持/寝たきり
またはほぽ寝たきり貸出図書=区が所蔵する図書・雑誌募
集人数=30人程度宅配方法=郵送※ 送料は図書館負担申
込=電話またはファクス貸出期間および冊数=1ヵ月、5冊
以内申込期間=10月10日～25日
臺視覚障害者向け録音図書貸出サービス
小説や雑誌、図書館のPR 誌「かけはし」などをカセットテ
ープに録音し、利用登録者に貸し出しを行っています。

- いずれも ー
費用= 無料 問先= 視聴覚係7?5813- 3744　　　　　　　　　　　　　　　　

隰3870一8416

都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
バ
ス
・

都
電
・
都
営
地
下
鉄
と
都
内
の
民
営

バ
ス
で
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
=

満
7
0歳
以
上
の
都
民
(
満
7
0歳
に
な

る
月
の
初
日
か
ら
申
し
込
め
ま
す
)

※
寝
た
き
り
の
方
は
除
き
ま
す

費

用
等
=
表
2

申
込
=
表
3

有
効

期
間
=
発
行
日
～
1
7年
9
月
3
0日

問
先
=
㈱
平
只
バ
ス
協
会

日
(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

在
宅
支
援
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表2　 都シルバーパス申込費用等

表3　 都シルバーパス取り扱い窓口

※ 取り扱い時間・休みなどが変更になる場合がありますO 事前に確認してく
ださい。年末年始の取り扱いは、各発行場所にお問い合わせください

電子自治体オンラインサービスを利用するための実践講習会

17年から始まる電子申請、電子入札サービスを有効に活用するための、

パソコンを使った実践講習会を17年3 月まで引き続き開催しています。講
習会の日程などは、あだち広報の毎月10日号と区・ホームページでお知ら
せする予定です。

・ 電子申請( A ・B コース)
日時等= 表4 対象= 区民 講師=NPO 法人I T ネットワーク東京 費
用= 無料( テキスト代としてA コースは700円、B コースは500円を実費負

担) 申込= 往復ハガキに希望するコース・番号、住所、氏名( フリガナ)、
年齢、電話番号を明記 ※ 返信ハガキには必ずあて先を記入 期限=10 月20
日必着 申・問先= システム管理係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1B3880

一5817
・ 電子入札( C ・D コース)

対象= 区内事業者 ※ 日程、申し込み方法など、くゎしくは区・ホームペ

ージをご覧ください
狸ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

表4　 電子申請コース日程等

※ A コース…初心者の方でも出来る電子自治体活用コース( 全12時間)
※ B コース… 生活に役立つ電子申請とホームページの活用( 全4 時間)

16年度

足
立
区
功
労
者
表
彰
(敬称略
)

1
0月
1
日

「
区
民
の
日
」
に
、
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
1
6年
度
足
立
区

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
5

分
野
で
、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
1
8
7

人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者

【
自
治
功
労
】

《
行
政
委
員
》
安
達
正
興
、
上
田
二

郎
、
大
神
田
賢
次
、
金
子
良
一

《
町
会
・
自
治
会
長
》
芦
川
一
男
、

飯
塚
明
、江
川
福
二
郎
、大
沢
榮
一
、

小
松
健
、
佐
藤
忠
男
、
須
賀
豊
藏
、

鈴
木
康
友
、花
井
重
信
、平
野
弘
治
、

藤
原
信
雄
、
宮
崎
利
雄
、
本
吉
善
二

郎
、
山
田
智

《
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
》

石
井
す
み
え
、
梶
山
ミ
サ
ヲ

《
消
防
団
=貝
》
上
垣
一
利
、
金
杉
一

男
、
河
井
信
一
郎
、
菊
池
章
、
小
林

峰
夫
、
篠
崎
義
治
、
澁
谷
誠
、
清
水

成
美
、
須
藤
一
弘
、
鷹
島
邦
彦
、
田

村
正
之
、千
代
川
武
身
、冨
洋
賢
次
、

長
原
範
充
、中
村
利
男
、西
洋
光
久
、

原
洋
宣
章
、
福
原
勲
、
村
田
一
仁
、

村
田
直
孝
、森
原
貞
俊
、山
崎
國
一
、

山
崎
直
宏
、
渡
邉
徳

《
行
政
功
労
者
》
ト
レ
バ
ー
・
マ
ズ

レ
ン
、
(
リ
ー
・
ヒ
ル
ズ
、
吉
田
正

男
[社
会
福
祉
功
労
]

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》
中
井
千

春《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》
野
寺
保

治《
保
護
司
》
梶
谷
香
代
子
、
北
畑
和

弘
、
坂
井
常
雄
、
難
波
大
昭

「
社
会
生
活
功
労
」

《
防
火
事
業
功
労
者
》伊
藤
け
い
子
、

伊
藤
テ
ル
、
井
上
信
彌
、
岩
城
武
、

大
島
文
夫
、
大
塚
達
昌
、
野
口
節
、

堀
口
千
枝
子
、
松
本
敏
郎

《
防
犯
事
業
功
労
者
》
岡
田
尋
史

《
交
通
安
全
事
業
功
労
者
》
道
口
一

弘《
人
権
擁
護
委
員
》
大
木
治
子

【
公
衆
衛
生
功
労
】

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》
青

ふ

み
、
梅
田
弘
、
佐
野
京
子
、
山
田
俊

治《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》
大
牟
田

幸
子
、
岡
野
四
郎
、
須
永
哲
也
、
中

西
隆
、
花
田
安
弘

[学
校
教
育
功
労
]

《
私
学
振
興
功
労
者
》
勝
木
綾
子
、

佐
藤
裕
、
米
倉
美
佐
男

「
社
会
教
育
功
労
」

《
P
T
A

会
長
》
石
井
一
夫
、
川
下

勝
利
、
高
寺
明
、
吉
田
誠
一
、
吉
田

正
明
、
渡
邉
源
勝

【
産
業
功
労
】

《
実
業
精
励
功
労
者
》
荒
川
健
司
、

岡
永
敬
亮
、神
原
和
男
、鈴
木
利
次
、

寺
山
克
己
、中
山
達
夫
、福
本
勝
由
、

見
波
淳
、
渡
邉
賢
一

[建
設
功
労
1
1

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》
川
邉
凱

久
、
中
嶋
隆
、
服
部
貞
紀
、
林
茂
、

吉
原
芳
枝

《
土
地
区
画
整
理
事
業
功
労
者
》

青
木
長
治
、
淺
古
一
夫
、
小
早
川
貞

一
郎
、
鈴
木
重
夫
、
高
稿
武
、
高
橋

俊
藏

《
ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
》
小
勝

和
一
郎
、
時
田
重
正

《
市
街
地
再
開
発
事
業
功
労
者
》

飯
田
常
弘
、
伊
東
孝
、
岡
本
利
明
、

小
山
武
夫
、
田
中
國
義
、
中
村
正
、

名
倉
静
、
藤
岡
博
人

【
統
計
功
労
】
青
木
ア
サ
子
、
飯
野

祐
吉
、
梅
村
善
広
、
立
石
勇
、
中
里

仁
[納
税
功
労
一
石
井
捷
次
、
内
山
良

二
、
小
澤
信
子
、
小
林
利
子
、
斎
藤

武
壽
、
清
水
幸
藏
、
清
水
章
正
、
甚

野
隆
、
鈴
木
勇
、
角
田
呈
男
、
深
井

利
祐
、
細
川
孝
行
、
森
田
美
代
子
、

八
木
昭
雄
、
横
瀬
匡
介
、
渡
邉
親
夫

一
文
化
功
労
】

《
文
化
事
業
功
労
者
》
小
谷
武
代
、

近
藤
和
子
、
鈴
木
進
、
立
川
芳
雄
、

藤
野
幸
枝
、
茂
呂
環
、
渡
邉
久
子

《
文
化
財
保
護
功
労
者
》飯
塚
近
由
、

石
平
由
美
子
、
金
子
榮
吉
、
栗
原
次

雄
、
小
池
清
寛
、
鈴
木
精
一
、
鈴
木

誠
徳
、
鈴
木
長
松
、
鈴
木
晃
男
、
瀬

田
一
男
、
瀬
田
良
雄
、
高
禍
連
、
高

杏
正
雄
、寺
嶋
守
平
、長
谷
川
敏
一
、

峯
岸
茂
隆

「
体
育
功
労
」

《
体
育
事
業
功
労
者
》
大
橋
謙
、
木

下
基
、
武
政
純
一
、
辻
野
清
、
藤
川

正
一
郎
、
増
田
敏
子

[徳
行
者
]
足
立
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、足
立
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
、

金
子
政
雄
、
㈱
ア
モ
ー
ル
ト
ー
ワ
代

表
取
締
役
社
長
田
中
武
夫
、
㈱
梅
元

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
里
政

夫
、
興
野
銀
座
友
の
会
代
表
佐
瀬
春

江
、
㈱
ワ
イ
ズ
マ
ー
ト
代
表
取
締
役

吉
野
秀
行
、
社
団
法
人
足
立
区
薬
剤

師
会
会
長
飯
島
弘
、
城
北
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
愛
飲
者
一
同
、
千
曲
整
備
㈱

代
表
取
締
役
菊
池
き
み
え
、
東
京
西

新
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
関
谷

芳
久

、
中
田
貢
弘
、
ほ
ね
つ
ぎ
め
だ

か
の
会
会
長
岡
村
義
晃
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い
、
立
正
佼

成
会
足
立
教
会
教
会
長
中
村
浩
士

【災
害
防
止
功
労
】
金
子
順
二

河

原
井
達
也
、
小
俣
俊
郎

【人
命
救
助
】
池
羽
圭
介
、
鵜
殿
茂

男
、
佐
藤
誠
二
、
奈
良
明
宜
、
面
山

政
信
、
守
屋
公
功

《
総
務
係
》

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

内
容
に
関
係
の
あ
る
方
は
、
区
長

に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

内

容
=
▽
東
京
都
市
計
画
一
団
地
の
住

宅
施
設
北
三
谷
住
宅
一
団
地
の
住
宅

施
設
の
変
更

▽
東
京
都
市
計
画
地

区
計
画
東
綾
瀬
二
・
三
丁
目
地
区
地

区
計
画
の
決
定

区
域
=
東
綾
瀬
一

丁
目
、
東
綾
瀬
二
丁
目
お
よ
び
東
綾

瀬
三
丁
目
各
地
内

告
示
日
=
1
0月
1
5

日

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
=
1
0

月
1
5日
～
2
9日

縦
覧
場
所
・
意

見
書
提
出
・
問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

1
0月
1
2日
～
1
8日
は

全
国
一
斉
違
反
建
築
防
止
週
間

通
常
の
監
視
活
動
を
強
化
し
、
違

反
建
築
工
事
を
早
期
発
見
し
て
、
よ

り
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
1
0

月
1
8日
に
は
違
反
建
築
取
り
締
ま
り

の
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
=
指
導
課
建
築
監
察

晋
(
3
8
8
0
)
5
9
5
3
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□ 場 ・ 申・ 問 い 合 わ せ 先
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社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
会

社
な
ど
の
健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
が
加
入
す
る
保
険
制
度

で
す
。
家
族
が
社
会
保
険
に
加
入
し

て
、
そ
の
扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保

険
に
加
入
で
き
る
方
は
、
切
り
替
え

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
社

会
保
険
の
扶
養
家
族
に
な
れ
る
収
入

基
準
(
目
安
)
=

年
間
収
入
が
1
3
0
万

円
未
満
/
6
0
歳
以
上
も
し
く
は
障
害

年
金
受
給
者
で
年
間
収
入
が
慟一
万
円

未
満

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格

賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
保
　
こ
の
よ
う
な
と
き
は

手
続
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や

め
る
手
続
き
な
ど
、
表
I
に
該
当
す

る
方
は
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
※
自
動
的
に
切
り
替

え
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
書
類
や
手

続
き
場
所
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課

資
格
賦
課
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 国保で手続きが必要な場合

★は国保加入者のみ対象

公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
に

通
う
園
児
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

=
区
内
在
住
の
満
3
～
5
歳
児
(
1
0

年
4
月
2
日
～
1
3
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
園
児
。
ま
た
、
1
3年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
園
児
は
満
3
歳
の

誕
生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園
へ
通
園
さ

せ
て
い
る
保
護
者

補
助
金
額
=
1
6

年
度
区
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額

で
算
出

期
限
=
1
7
年
3

月
3
1
日

(
1
6年
度
住
民
税
額
判
明
者
に
限

る
)

申
先
=

▽
区
内
の
幼
稚
園
に

在
籍
・
:各
幼
稚
園

▽
区
外
の
幼
稚

園
に
在
籍
・
:学
務
課
ま
た
は
在
籍
す

る
幼
稚
園

※
申
請
書
は
各
私
立
幼

稚
園
ま
た
は
学
務
課
で
配
付

問
先
=

学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

関
原
一
上
二
丁
目
の
区
域
内
で
、

各
街
区
に
取
り
付
け
て
あ
る
「
街
区

表
示
板
」
と
、
各
建
物
に
取
り
付
け

て
あ
る
「
町
名
表
示
板
≒
住
居
番
号

表
示
板
」
の
う
ち
、
変
色
や
、
壊
れ

て
い
る
も
の
を
取
り
替
え
る
作
業
を

行
い
ま
す
。
取
り
替
え
作
業
は
区
役

所
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託
業
者
が
行

い
ま
す
。
期
間
=
H
月
上
旬
～
1
2

月
下
旬

問
先
=
戸
籍
住
民
課
住
居

表
示

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
2
5

住
宅
改
良
や
耐
震
診
断
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

金
融
機
関
の
融
資
を
受
け
て
、
住

宅
内
の
段
差
解
消
、
子
ど
も
部
屋
や

多
世
代
家
族
入
居
の
た
め
の
増
築
、

改
築
、
間
仕
切
り
変
更
を
行
う
場
合

と
、
家
の
耐
震
診
断
を
行
う
場
合
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成

限
度
額
=

▽
住
宅
改
良
…
3
0万
円

▽
耐
震
診
断
:
こ
尸
建
住
宅
は
5
万

円
、
共
同
住
宅
は
2
0万
円

※
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

粗
大
ご
み
を
直
接
持
ち
込
む
と

手
数
料
は
無
料
に
な
り
ま
す

区
の
指
定
場
所
へ
直
接
持
ち
込
み

を
希
望
す
る
方
は
、あ
ら
か
じ
め
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
(
エ
ア
コ

ン
ー
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
)
・

パ
ソ
コ
ン
・
事
業
系
の
も
の
・
危
険

物
・
処
理
が
困
難
な
も
の
は
持
ち
込

み
で
き
ま
せ
ん
。持
込
場
所
等
=

表
2
申
込
=
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
※
電
話
受
け
付
け
は
午

前
8
時
～
午
後
7
時
(
日
曜
、年
末

年

始

は

除

く
)

申

先
=

粗

大

ご

み

受

付

セ

ン

タ

ー

啻
(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

1
s
h
t
t
p
:
y
y
s
o
d
a
i
.
t
o
k
y
o
k
a
n
k
y
o
.
o
r
.
j
p
/

問

先
=

清

掃

課

計

画

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

足

立

東

清

掃

事

務

所
(

管

轄
=

千

住

地
区
お
よ
び
国
道
4
号
線
よ
り
東

側
)

啻
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
管
轄
=
千
住

地
区
を
除
く
国
道
4
号
線
よ
り
西

側
)

啻
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

表2　 粗大ゴミ指定持込場所等

※一世帯につき年間2 回、1回につき10個まで

N
P
O
法
人
設
立
書
類

フ
ァ
イ
ル
配
送
サ
ー
ビ
ス

N
P
O
法
人
を
設
立
し
た
い
け
れ

ど
、
必
要
書
類
や
書
類
の
書
き
方
が

分
か
ら
な
い
な
ど
で
お
悩
み
の
方

に
、
申
請
書
類
と
記
載
例
の
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
送
付
し
ま
す
。
文

書
は
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
P
D
F

フ
ァ
イ
ル
で
す
。

対
象
=
区
内
在

住
の
方

申
込
=
郵
送

※
封
書
に

住
所
、
氏
名
、「
フ
ァ
イ
ル
配
送
サ
ー

ビ
ス
希
望
」
を
明
記
し
、
返
信
用
定

型
封
筒
を
同
封
。
返
信
用
定
型
封
筒

に
は
申
し
込
み
者
の
住
所
、
氏
名
を

明
記
し
、
9
0円
切
手
を
貼
付

申
・

問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
1
1
3
-
I
　
　
　

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

消
費
生
活
の
問
題
を
勉
強
す
る
方

へ

講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
2
0人

以
上
)

内
容
=
訪
問
販
売
・
点
検
商

法
な
ど
悪
質
商
法
の
手
口
と
予
防
/

消
費
生
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ

が
講
師
と
な
る
「
食
の
安
全
≒
綾
瀬

川
の
環
境
保
全
」
ほ
か

申
込
=
電

話

※
開
催
日
時
(
原
則
平
日
、
2

時
間
)
、場
所
、内
容
を
決
め
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
開
催
場
所
は
申

請
者
が
用
意
。
講
師
費
用
は
消
費
者

セ
ン
タ
ー
負
担
(
限
度
額
あ
り
)

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

利
用
し
ま
せ
ん
か

あ
だ
ち
〝学
び〟
応
援
隊

あ
だ
ち
"
学
び
"
応
援
隊
は
、
地

域

や

学

校

へ

の

学

習

支

援

を

目

的

と

し

て

、

無

料

で

講

師

を

派

遣

す

る

制

度

で

す

。

身

近

な

問

題

や

興

味

・

関

心

が

あ

る

こ

と

を

、

そ

の

道

の

プ

ロ

か

ら

講

義

を

受

け

て

み

ま

せ

ん

か

。

講

座

例
=

表
3

※

く

わ

し

く

は

、

区

・

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

各

地

域

学

習

セ

ン

タ

ー

や

区

民

事

務

所

に

あ

る

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

を

ご

覧

く

だ

さ

い

講

師
=

区

職

員
/

警

察

・

消

防

署

・

郵

便

局

・

職

業

安

定

所

な

ど

の

公

共

機

関

職

員
/
N
T
T

・

東

京

電

力

・

東

京

ガ

ス

の

企

業

職

員
/

伝

統

工

芸

師

ほ

か

問

先
=

学

習

推

進

係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

睡
h
t
t
p
:
/
/
m
a
n
a
b
i
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

i
n
f
o
y
f
t
p
/
h
a
k
e
n
/
t
o
p
.
h
t
m

表3　 〝学び〟応援隊メニュー例

※メニューは全部で130 種類あります

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
住
宅
実
態

調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

今
年
2
月
、
区
内
の
小
学
6
年
生

の
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
、
住
宅
に

対
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
結
果
報
告
書
の
要
約
を
、
住
宅

課
お
よ
び
区
・
ホ
ー
ム
ペ
L
ン
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
先
=
住
宅
計
画

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
新
亀
有
店
建

築
事
業
」
環
境
影
響評
価
書
の
縦
覧

日
時
=
1
0
月
1
2
日
～
2
6
日
、
い
ず
れ

も
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

場
所
=
▽
縦
覧
…
環
境
課

▽
閲
覧

…
中
央
図
書
館
・
東
和
図
書
館

問

先
=
環
境
課
調
整
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
に

調
査
票
を
送
付
し
ま
し
た

検
察
審
査
員
は
、
検
察
官
が
行
っ

た
不
起
訴
処
分
が
適
当
か
ど
う
か
を

審
査
し
ま
す
。
審
査
員
は
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
中
か
ら

抽
選
で
選
ば
れ
ま
す
。
任
期
中
は
裁

判
所
の
非
常
勤
職
員
と
な
り
、
任
期

は
6
ヵ
月
で
す
。
候
補
予
定
者
の
方

に
は
通
知
と
調
査
票
を
送
付
し
ま
し

た
。
記
入
後
、返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

g
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

メ
卜
口
セ
ブ
ン
・
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー

合
同
促
進
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

9
月
8
日
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
促
進

協
議
会
(
足
立
・
江
戸
川
・

飾
区
)

と
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
促
進
協
議
会

(世
田
谷
・
大
田
・
杉
並
・
板
橋
・

練
馬
・
北
区
)
の
主
催
に
よ
る
「
合

同
促
進
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

区
部
周
辺
部
環
状
公
共
交
通
の
早
期

実
現
に
向
け
、
9
区
の
区
民
、議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
最
善
を
尽

く
す
こ
と
を
誓
う
大
会
決
議
を
行
う

と
共
に
、今
後
、都
と
も
連
帯
し
て
、

国
に
対
し
整
備
の
支
援
制
度
創
設
や

財
源
の
確
保
な
ど
を
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
先
=
交
通
計
画
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

10月の休日納税・納付相談

日時=10月24日( 日) 、午前9時～午後4時
問 先= 納税 相談係 　3880- 5236
納税 課徴収推 進係 　3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

3880- 5243
介護保険課収納管理係

3880- 5744

1
0
月
1
8
日
～
2
4
日
は
行
政
相
談
週
間

暮
ら
し
の
中
で
の
、
国
の
仕
事
な

ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
、

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
(
表
4
)
。
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
に
適
切
な
処
置
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

・

特
設
相
談
を
開
設
し
ま
す
(
秘
密

厳
守
)

日
時
=
1
0
月
1
9
日
収
・
2
0
日
伽
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
場
所
=

区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

・

定
例
の
行
政
相
談
(
予
約
制
)

日
時
=
毎
月
第
3
金
曜
日
、
午
後
1

時
～
3
時
場
所
=
広
聴
相
談
係

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
広
聴
相
談
係

表4　 行政相談委員名簿
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
10 月13 日

から受け付け

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
満
載

区
・
観
光
協
会
の
催
し

・

光
の
祭
典
2
0
0
4

街
中
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

対
象
=

光
の
祭
典
期
間
中
、
自
宅
・

店
舗
・
事
務
所
な
ど
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
施
し

、「
光
の
祭
典

」
を
広

め
る
こ
と
に
協
力
可
能
な
家
庭
・
団

体
・
企
業
な
ど

※
木
1

本
か
ら
で

も
構
い
ま
せ
ん

入
賞
=

最
優
秀
賞
2

点

、
優
秀
賞
4

点
ほ
か

※
光
の

祭
典
期
間
中
に
、
審
査
会
を
行
い
ま

す

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
参
加
代

表
者
の
氏
名

、
実
施
場
所
の
住
所

、

電
話
番
号
(

連
絡
先
)

を
明
記

。
返

信
(

ガ
キ
の
表
に
は
代
表
者
の
住

所

、
氏
名
を
必
ず
記
入

※
後
日

、

全
戸
配
布
さ
れ
る
光
の
祭
典
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
区
・
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
な
ど
で
実
施
場
所
を
紹
介
し
ま

す

期
限
=

‥
1
1
1
1

一
月
5

日
必
着

崋
紅
葉
日
帰
り
ツ
ア
ー

日
時
=

‥‥‥一
月
9

日
収
、
午
前
7

時
3
0

分
(
雨
天
決
行
)

集
合
場
所
=

区
役

所

対
象
=

観
光
協
会
員
と
そ
の
家

族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方
内
容
=

奥
の
細
道
ゆ
か
り
の
里
、
栃
木
県
黒

羽
町
を
訪
ね
、
紅
葉
と
秋
の
味
覚
を

楽
し
み
ま
す
行
程
=
芭
蕉
の
館
周

辺
散
策
～
(
昼
食
)
～
紅
葉
の
雲
厳

寺
～
り
ん
ご
狩
り
～
な
か
が
わ
水
遊

園
(
湯
津
上
村
)

定
員
=
9
0人
(
抽

選
)

参
加
費
=

▽
会
員
…
5
千
円

▽
会
員
家
族
・
:
5
千
5
0
0円

▽
一
般

…
6
千
円
(
昼
食
代
、
入
園
料
、
保

険
代
含
む
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、電
話
番
号
お
よ
び
会
員
・

家
族
こ

般
の
別
を
記
入
し
て
、
「
紅

葉
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
を
明
記

※

重
複
申
し
込
み
は
無
効
。
返
信
(
ガ

キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
1
0

月
2
0日
必
着

※
当
選
者
に
は
、

振
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す

・

第
1
9回
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク

ー
ル

期
間
=
1
0
月
1
8
日
～
1
7
年
1
月
2
4
日

対
象
=
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

テ
ー
マ
=
足
立
区
魅
力
再
発
見
!

見
つ
め
よ
う
「
ふ
る
さ
と
足
立
」
題

材
=
▽
一
般
部
門
・
:区
内
の
公
共
施

設
/
名
所
・
旧
跡
/
文
化
遺
産
/
伝

統
行
事
/
河
川
/
街
並
な
ど

▽
足

立
の
花
火
部
門
・
:第
2
6回
足
立
の
花

火
大
会

▽
光
の
祭
典
部
門
・
:光
の

祭
典
2
0
0
4

の
光
景
ノ
イ
ベ
ン
ト

ノ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

応
募

作
品
数
=
3
部
門
合
わ
せ
て
5
作
品

ま
で

応
募
規
格
=
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
ツ
切
り
(
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
は

除
く
)

表
彰
=
3

部
門
総
合
推
薦
1

点
、
各
部
門
ご
と
に
特
選
2
点
ほ

か

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
作
品
も
受
け
付
け
ま
す
。た
だ
し
、

パ
ソ
コ
ン
で
画
像
処
理
・
合
成
加
工

し
た
も
の
や
規
格
外
の
作
品
は
審
査

対
象
外
で
す

申
込
=
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は

郵
送

※
応
募
用
紙
は
、
区
・
観
光

協
会
、
区
民
事
務
所
、
住
区
セ
ン
タ

ー
、
区
内
写
真
商
業
協
同
組
合
加
盟

店
な
ど
で
配
付

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
区
・
観
光
協
会

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

花
と
住
ま
い
と
音
楽
と

日
時
=
1
0
月
3
1
日
㈲
、
午
前
H
時
～

午
後
4
時

場
所
=
上
沼
田
南
仮
入

居
住
宅
お
よ
び
プ
チ
テ
ラ
ス
(
江
北

3
-
2
6
-
1
5
)内
容
=
区
内
建
設

業
者
の
「
丁
寧
で
信
頼
で
き
る
住
ま

い
作
り
」
の
P
R
/
本
格
的
な
ク
ラ

ッ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
と
区
内
恰
か

農
家
が
栽
培
し
た
花
の
観
賞
/
住
ま

い
作
り
相
談
/
豪
華
景
品
が
当
た
る

抽
選
会

問
先
=
区
画
整
理
課
推
進

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
2
5

公
園
ま
る
ご
と
お
も
ち
ゃ
箱

パ
ー
ト
4

日
時
=
1
0月
3
0日
倒
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日

に
順
延

場
所
=
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

内
容
=
ポ
ニ
ー
乗
馬
、
ロ
ー
プ
で
綱

渡
り
な
ど
、「
子
供
と
自
然
」を
テ
ー

マ
に
公
園
の
活
用
方
法
を
提
案
し
ま

す

※
天
候
に
よ
り
内
容
の
変
更
あ

り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
え
る
方

も
募
集
中

費
用
=
ポ
ニ
ー
乗
馬
な

ど
一
部
有
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
公
園
管
理
課
利
用
促
進
係

啻
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

第
2
7回
西
保
木
間
み
ん
な
の

お
ま
つ
り
・
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

日
時
=
1
0月
2
4日
㈲
、
午
前
1
0時
3
0

分

対
象
=
幼
児
～
大
人

※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

※
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
お
祭
り
で
す

場
・
問
先
=
西

保
木
間
児
童
館

n
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

第
2
4回
合
唱
祭

日
時
=
1
0月
2
4日
㈲
、
午
後
1
時

※
開
場
は
午
後
O
時
3
0分

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ

ー
ル

内
容
=
日
ご
ろ
の
成
果
を
聞

き
合
い
、
楽
し
む
合
唱
の
祭
典
で
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
事
業
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

足
立
区
郷
土
芸
能
大
会

日
時
=
1
0
月
2
4
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
区
郷
土
芸
能
保

存
会
に
よ
る
郷
土
芸
能
の
発
表
会
で

す
。無
形
文
化
財
の
お
囃
子
や
神
楽
・

獅
子
舞
な
ど
区
内
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
郷
土
芸
能
を
上
演
し
ま
す
。
墨
田

区
の
箕
輪
家
流
墨
田
囃
子
保
存
会
も

特
別
出
演

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

講
座
(
8
回
制
)

日
程
Å
1
1
1
1
一
月
1
6
日
・
3
0
日
、
1
2
月
7

日
・
1
4
日
、
1
7
年
1
月
2
5
日
、
2
月

1
日
・
8
日
・
1
5
日
、
い
ず
れ
も
火

曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

場
所
=
栗
原
小
学
校

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
日
本
語

を
母
国
語
と
し
な
い
区
内
在
住
の
外

国
人
な
ど
に
、
日
本
語
の
学
習
を
通

じ
、
日
本
の
生
活
や
習
慣
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入

門
講
座
で
す
。
修
了
後
は
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
め

ざ
し
ま
す

定
員
=
3
0
人
(
選
考
)

※
審
査
会
で
厳
正
に
審
査
し
、
決
定

申
込
=
4
0
0字
程
度
で
「
私
は
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
う
活
動
し

た
い
」
を
作
成
し
郵
送

奈
別
紙
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し

同
封
。
作
文
は
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
使

わ
ず
自
筆
し
て
く
だ
さ
い
。
母
国
語

で
の
作
成
も
可

。
作
文
は
返
却
し
ま

せ
ん

期
限
=
1
0
月
2
5
日
必
着

申
・
問
先
=
経
済
観
光
課
区
民
交
流

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

讐
(
3
8
8
0
)
5
1
7
7

あ
だ
ち
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
4

日
時
=
H
月
6
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=
基
調
講
演
…
金
子
郁

容
氏
(
慶
応
義
塾
大
学
教
授
)
/

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ノ
分
科
会

分
科
会
話

題
提
案
事
例
=
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
、
五
反
野
小
学
校
「
新
し
い
タ
イ

プ
の
学
校
運
営
の
在
り
方
に
関
す
る

実
践
研
究
」ほ
か

定
員
=
4
0
0人(
先

着
順
)

申
込
=
申
込
書
を
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス

※
申
込
書
は
教
育

改
革
推
進
課
、
各
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
で
配
布
。
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
り
出
せ
ま
す

申
・
問
先
=

教
育
改
革
推
進
課
推
進
係

〒
四一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
の
セ
ミ
ナ
ー

・

女
性
セ
ミ
ナ
ー

歌
謡
曲
か
ら
見

た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
「
愛
が
あ
る
か
ら
大

丈
夫
な
の
?

」

日
時
=

‥
1
1
1
1

一
月
1

日
㈲
・
8
日
㈲
、
午

後
7

時
～
9

時

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=

歌

謡
曲
を
と
お
し
て
男
女
の
意
識
の
変

化
を
探
り
ま
す

講
師
=
舌
津
智
之

氏
(
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
)

・
孫
と
じ
ょ
う
ず
に
付
き
合
う
ジ
イ

ジ
の
心
得

～
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
出

番
で
す
I
・
～

日
時
=
H
月
6
日
倒
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
で

孫
の
い
る
男
性
、
ま
た
は
関
心
の
あ

る
方

内
容
=
孫
と
、
ま
た
孫
を
と

お
し
て
娘
・
息
子
夫
婦
と
上
手
に
付

き
合
ラ
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス

講
師
=

日
下
部
康
明
氏
(
精
神
保
健
医
)
　

-

い
ず
れ
も
I

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上
就

学
前
、
定
員
1
5人
)

場
・
申
・
問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

わ

ー

く
わ

く
通
信

応
募
条
件
は
絶
対
?

未
経
験
・
無
資
格
で
も
あ
き
ら
め
な
い

求
人
情
報
に
は
、
よ
く
年
齢
や
経

験
な
ど
の
「
応
募
条
件
」
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
応
募
条
件
は
す

べ
て
絶
対
条
件
な
の
で
し
ょ
う
か
。

企
業
が
人
材
を
募
集
す
る
と
き
、

採
用
し
た
い
人
材
の
大
ま
か
な
イ
メ

ー
ジ
を
設
定
し
て
、
応
募
条
件
を
導

き
出
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
例

え
ば
、
欠
員
補
充
で
募
集
す
る
場
合

の
条
件
の
設
定
で
、
前
任
者
を
モ
デ

ル
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
さ
な
く
て
も
採
用
さ
れ
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
採
用
側
が
求
め
る
人
材
像

を
理
解
し
、
応
募
書
類
や
面
接
で
的

確
な
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と
で
す
。

「
自
分
は
条
件
に
合
っ
て
い
な
い

か
ら
だ
め
だ
」
と
あ
き
ら
め
て
い
ま

せ
ん
か
。
区
で
は
若
年
求
職
者
を
対

象
に
、
仕
事
探
し
の
コ
ツ
を
学
べ
る

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
、
㈱
リ
ク
ル

ー
ト
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

・

就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
0
月
2
0
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時
3
0分

場
所
=
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

内
容
=
求
人
情
報
を
読
み
、

募
集

側

の
求

め
る
人
材

を

考
え

る
/

応
募

先
選

び

の
コ

ツ
を
知

る

定
員
=
2
0

人

申

込
=

電

話

、
フ

ァ

ク

ス

、
E

メ
ー

ル

・

あ

だ
ち

ワ

ー
ク

セ
ン

タ

ー

就
職
活
動
の
悩
み
相
談
や
個
別
支

援
を
希
望
す
る
方
は
、ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。時
間
=
午
前
9
時
～

午

後
4

時
3
0
分
(

土

・
日

・
祝
日

を
除

く
)

場

所
=

区

役

所

-

い
ず

れ
も
I

申

・
問
先
=

㈱
リ

ク
ル
ー

ト

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
3
9
　
　
　

隰
(
3
8
8
6
)
5
8
3
3

o
a
d
a
c
h
i
_
w
o
r
k
c
e
n
t
e
r
@
h
o
t
m
a

一
I
'
o
oヨ《

経
済

観
光

課
計

画
調

整
係
》

掲

示

板

・

東
京
都
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

1
0月
1

日
か
ら
の
最
低
賃
金
は
時

間
額
7
1
0円
で
す
。
月
給
・
日
給
・
時

間
給
制
な
ど
、
す
べ
て
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
先
=

東
京
労
働
局
賃
金

課

豐
(
3
8
1
4
)
5
3
1
1
I

・

南
花
畑
養
護
学
校
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
H

」
受
講
生
募
集

日
程
=
1
0
月
1
6
日
・
2
3日
、
‥
1
1
1
1

一
月
6

日
・
2
0日
、
1
2
月
‥‥‥一
日
、
全
1
5
時
間

内
容
=

知
的
障
害
児
へ
の
支
援
活
動

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
=

千
5
0
0

円
期
限
=
1
0
月
1
5
日
申
込
=
電

話
場
・
申
・
問
先
=
南
花
畑
養
護

学
校
啻
(
5
2
4
2
)
2
3
7
1

・
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
座
受
講
生
募
集
(
東
京
都
指
定
)

日
程
=
‥
1
1
1
1
一
月
5
日
～
1
9
一
月
2
1
日
の

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

※
実
習
あ
り

受
講
資
格
=

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ー
級

ま
た
は
2

級
受
講
修
了
者
/

介
護
福

祉
士

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
1

万
8

千
円
(

テ
キ
ス
ト
代
別
)

期
限
=
1
0

月
1
8
日

申
込
=

来
院

し

、
申
込
書
を
提
出

※
申
込
書
は

東
京
足
立
病
院
窓
口
で
配
付

場
・

申
・
問
先
=

東
京
足
立
病
院

啻
(
3
8
8
3
)
6
3
3
1

～
3

映像広報 制 作だより

昔懐かしい映像をお届けする人気シリ
ーズ「タイムカプセルあだち」。今回は、昭
和40年代に撮影された区内の街並みをお
送りします。高度経済成長のなか、農地
が多くあった足立のまちも 、市街地へと

変齷を遂げていきました。
現在も、区内では千住・竹の塚・西新

井などで再開発が進み、街は変化し続け
ています。新旧のまちを映像で見比べて、

変わり行く足立の表情を楽しんでみませ
んか。 《広報係》

「情報キャッチ　 好きです。あだち」放送予定
あだちコミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日2 回放送(午後O時30分、午後6 時)
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こ
ん
な
に
迷
惑
!

放

置

自
転
車

ど
う
し
て
迷
惑
?

自
転
車
は
便
利
で
健
康
的
、
地
球

環
境
に
も
優
し
い
乗
り
物
で
す
。
し

か
し
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
様

々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
ず
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
、

緊
急
時
の
消
防
・
救
急
活
動
に
も
支

障
を
き
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
駅
や
そ
の
街
の
美
観
を

損
ね
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が

り
ま
す
。

そ
し
て
、
放
置
自
転
車
を
撤
去
し

た
り
、
一
時
保
管
し
た
り
す
る
費
用

に
は
、
大
切
な
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

ま
ず
、あ
な
た
の
周
り
か
ら

区
で
は
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

や
、「
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
、

放
置
自
転
車
の
解
消
に
努
め
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ
の
問
題
を
根
本
か
ら

解
決
す
る
に
は
、
自
転
車
利
用
者
自

身
の
モ
ラ
ル
の
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
あ
な
た
の
周
り
か
ら
一

台
で
も
放
置
自
転
車
を
無
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

第
2
1回
都
内
一
斉
駅
前

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

放
置
自
転
車
の
一
掃
を
め
ざ
し
て

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
(
表
I
)
。
期
間
=
1
0
月
9
9
一
日
～

3
1日

内
容
=
区
内
主
要
駅
頭
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
/
放
置
自
転
車
の
街

頭
指
導
強
化
/
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

問
先
=
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表1　 駅前( 放置自転車)
クリ ーン キャンペ ーン日程

※ いずれも時間は、午前10 時

自転車を放置すると…

▲ 歩道をふさぎ、歩行者の通行を妨げます。
また、障害のある方の安全を脅かします

▲ 車両の通行障害になり、渋滞を増大させて
しまいます

▲ 災害時の避難行動の妨げになります。また、
救急車や消防車などの緊急活動を阻害します

▲ まちの景観を著しく損ないます

放置自転車についての

お問い合わせは

自転車係へ
3880- 5914

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
H
月
H
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午
　
対
象
=
3
歳
以
下
の
子
ど
も

を
育
児
中
の
保
護
者
の
方
　
内
容
=

「
子
ど
も
の
発
達
と
し
つ
け
　
～
あ

な
た
ら
し
い
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

～
」
　
講
師
=
市
川
奈
緒
子
氏
(
う
め

だ
あ
け
ぽ
の
学
園
心
理
職
)
　
定
員
=

5
0
人
(
保
育
あ
り
、
先
着
3
0
人
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口
　
場
・
申

―
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
　
　
日
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

赤
ち
ゃ
ん
の
心
は
ど
う
育
つ
?

日
時
=
1
0
月
1
6
日
出
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
　
対
象
=
子
育
て
中

の
方
/
赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
発
達
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
方
　
講
師
=
榊
原

洋
一
氏
(
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
小
児
科
講
師
)
　
定
員
=
6
0
人
(
先

着
順
)
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

江
北
幼
児
教
室
募
集

日
時
=
1
0
月
2
2
日
面
か
ら
月
I
回
(

1
7
年
3
月
ま
で
の
全
6
回
)
、い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
一
1
1
1
1
一
時
3
0
分
　
対
象
=

1
5
年
5
～
1
0
月
生
ま
れ
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
　
※
保
護
者
が
中
心
と

な
り
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
　
内
容
=

親
子
遊
び
や
子
育
て
に
関
す
る
学

習
を
と
お
し
て
、友
達
の
輪
を
広
げ

ま
す
　
定
員
=
3
0
組
(
先
着
順
)
　
申

込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=
江
北

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

豐
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先=広報係　3880- 5815

安 全 は　 あ な た の 自 覚　 周 り の 目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～

地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンを通し
て、安全で安心なまちをつくります 《危機管理課》

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た

～
千
住
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
フ
ェ
ア
～

1
0
月
2
日
・
3
日
、
北
千
住
駅
西
口
商
店

街
で
「
千
住
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
行

わ
れ
、
多
く
の
人
が
千
住
の
ま
ち
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
1
日
目
は
、
6
ヵ
所
に

分
か
れ
た
会
場
で
、
大
道
芸
人
が
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
や
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
を
展
開
。
2
日
目

は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
せ

ん
じ
ゅ
寄
席
な
ど
室
内
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
拍
手
喝
さ
い
と
大
き
な
笑
い

声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 飛び入り参加で皿回しに挑戦! 　ひときわ　
大きな拍手が起こりました

見
ご
ろ
続
々
・
・
・

秋
が
深
ま
る
花
畑
記
念
庭
園

花
畑
記
念
庭
園
(
花
畑
4
-
4
0
-
I
)
で
は
、
秋

の
七
草
の
一
つ
、
萩
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

萩
は
平
安
時
代
の
歌
集
「
万
葉
集
」
に
最
も
多
く
詠

ま
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、古
く
か
ら
人

々
に
愛
さ
れ
た
植
物
で
す
。
派
手
さ
は
な
い
も
の

の
、
そ
の
落
ち
着
い
た
色
合
い
が
、日
本
人
に
親
し

ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
1
0月
下
旬
こ
ろ
ま
で
が
見
ご

ろ
で
す
。

花
畑
記
念
庭
園
の
職
員
は
「
今
年
は
猛
暑
だ
っ
た

の
で
、
紅
葉
も
き
れ
い
に
色
づ
く
は
ず
で
す
。
H
月

上
旬
か
ら
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
よ
」と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

都
内
に
い
な
が
ら
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
し
っ

か
り
と
味
わ
え
る
花
畑
記
念
庭
園
。足
を
運
ん
で
深

ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲ 園内で紫紅に色づいた萩。万葉歌人も魅せ
られたその美しさは、今も変わりません

簡単・安心・美味しい♪
～マタニティクッキング～
9 月28 日、エル・ソフィアで「マ タニティクッ

キング」が行われました。
年数回行われているこの教室は、妊婦に必要な

栄養を、簡単に美味しく取ることを目的として、
食生活コンダクター(栄養改善推進員)がメニュ
ーを考え、参加者と一緒に作ります。
今回は、妊娠9ヵ月ころまでの妊婦24人が参加

し､3品を作りました。お互いのお腹を見ながら、
「何カ月ですか。」皆さん初対面でも同じ妊婦同
士。すぐ仲良くなり、おしゃべりを楽し みつつ、

なごやかに料理を作りました。
この教室をきっかけに、これからお母さん同士、

長い付き合いが始まることでしょう。

お
い
し
そ
う
に
で
き

た
じ
ゃ
な
い
!

今回のメニューは、「梅
じゃこご飯」「野菜スー
プ」「おからの袋煮」

古紙配合率100%再生紙を使用しています F. I　290, 050


